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令和７年 第３回若桜町議会定例会

     

会議の顛末

    本会議（６月４日）

副議長（小林誠）

皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員数は８人です。

定足数に達していますので、令和７年第３

回若桜町議会定例会を開会します。

これより本日の会議を開きます。

議事日程の報告

本日の議事日程は、お手元に配布のとおり

です。

日程第１

「会議録署名議員の指名」を行います。

今期定例会の会議録署名議員は、会議規則

第１２５条の規定により、副議長において中

尾理明議員、谷口貴議員を指名します。

日程第２

「会期の決定について」を議題とします。

お諮りします。

本定例会の会期は本日から６月６日までの

３日間にしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、会期は本日から６月６日まで

の３日間に決定しました。

日程第３

「諸般の報告」をします。

会議関係諸般の報告は、印刷してお手元に

配布のとおりです。

朗読は省略します。

続いて、５月２０日までに受理した請願等

はお手元に配布の「請願等文書表」のとおり

です。会議規則第９２号第１項の規定により、

総務産業教育民生委員会に付託しましたので

報告します。

続いて町長からの行政報告事項は、報告第

１号 令和６年度若桜町一般会計繰越明許費

繰越計算書について、報告第２号 令和６年度

若桜町索道事業特別会計繰越明許費繰越計算

書について、報告第３号 令和６年度若桜町下

水道事業会計予算繰越計算書について、報告

第４号 令和６年度一般財団法人若桜町観光

開発事業団事業報告について、報告第５号 令

和６年度有限会社若桜農林振興事業報告及び

令和７年度有限会社若桜農林振興事業計画に

ついて、でお手元に配布のとおりです。

朗読は省略します。

日程第４

議案第４５号 専決処分の承認について、専

決第１号 令和６年度若桜町一般会計補正予

算（第９号）、議案第４６号 専決処分の承認

について、専決第２号 若桜町税条例の一部改

正について、議案第４７号 専決処分の承認に

ついて、専決第３号、若桜町国民健康保険税

条例の一部改正について、を一括して議題と

します。

提案理由の説明を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

皆さん、おはようございます。町内の田植

えもほぼ終わり、本格的な農業シーズンを迎

えています。気象庁の今月から３か月間の長

期予報によれば、西日本の日本海側では気温

は平年より高い見込み、降水量は平年並みか

多い見込みとなっています。今年も夏の酷暑

への備えとともに、これから出水期を迎え、

豪雨対策についても関係機関と連携を密にし

て、万全を期してまいりたいと思います。

さて、アメリカのトランプ政権の高関税政

策により世界経済は混乱に陥り、経済成長も

下振れリスクが高まっており、日本において

も経済を牽引する自動車等の輸出産業をはじ

め失速が懸念されています。アメリカとの交

渉にあたる赤沢亮正経済再生担当大臣には、

性急な合意により日本の国益を損なうことな

く、「ゆっくり急いで」最適解に導いていただ



くよう期待をしています。

一方で、国内の物価高騰は収束せず、米価

の高騰がその大きな要因となっています。適

正な価格で生産農家の所得を確保することは

歓迎しますが、異常な高値で消費者のコメ離

れを引き起こしては元も子もありません。担

当大臣が交代しましたが、備蓄米の放出が確

実に米価の鎮静化につながるよう、機動的か

つ効果的に取り組んでいただくことを期待し

ます。

さて、本日ここに令和７年第３回若桜町議

会定例会を招集しましたところ、議員の皆様

にはご出席を賜り、令和７年度一般会計補正

予算及び諸議案の審議をいただきますことに、

感謝を申し上げます。

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして提案理由をご説明いたします。

議案第４５号、議案第４６号及び議案第４７

号 専決処分の承認について、でございますが、

これは、地方自治法第１７９条第１項の規定

により、議会を招集する時間的余裕がなかっ

たことから、専決処分をした案件について、

同条第３項の規定により、本議会に報告し、

ご承認をお願いするものでございます。

はじめに議案第４５号 専決第１号の令和

６年度若桜町一般会計補正予算でございます

が、既定の歳入歳出予算の総額に１，２６６

万９千円を追加し、歳入歳出予算の総額を、

４５億６，０２５万６千円とするものでござ

います。

歳入につきましては、財政調整基金繰入金

１，２６６万９千円を、歳出では、降雪量が

多く除雪費用が不足したため、道路維持費に

１，２６６万９千円をそれぞれ追加いたしま

した。

続きまして、議案第４６号 専決第２号の若

桜町税条例の一部改正について、でございま

すが、これは、地方税法等の一部を改正する

法律が令和７年３月３１日に公布されたこと

に伴い、本条例の一部を改正するものでござ

います。

次に、議案第４７号 専決第３号の若桜町国

民健康保険税条例の一部改正について、でご

ざいますが、これは、地方税法等の一部を改

正する法律及び地方税法施行令等の一部を改

正する政令が令和７年３月３１日に公布され

たことに伴い、本条例の一部を改正するもの

でございます。

以上、ご報告を申し上げます。ご承認のほ

ど、よろしくお願いいたします。

副議長（小林誠）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第５

議案第４８号 令和７年度若桜町一般会計

補正予算を議題とします。

提案理由の説明を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第４８号 令和７年度若桜町一般会計

補正予算について、でございますが、既定の

歳入歳出予算の総額にそれぞれ６，４３２万

３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を４８

億６，１３２万３千円とするものでございま

す。また、第２条の地方債の変更は、第２表

「地方債補正」のとおりでございます。

はじめに、歳入の概要についてご説明いた

します。

国庫支出金では、新しい地方経済・生活環

境創生交付金５５６万６千円、生活困窮者就

労準備支援事業費等補助金８５万８千円をそ

れぞれ増額しております。また、社会資本整

備総合交付金３５０万５千円を配分実績に伴

い減額しております。

県支出金では、鳥取県犯罪から県民を守る



防犯機器購入補助金１５万円、中山間地域等

直接支払推進事業補助金２５万４千円等を追

加するなど、その他の補正と合わせまして、

１０４万１千円を追加いたしました。

繰入金では、財政調整基金繰入金として３，

３００万円を、諸収入では、ゆはら温泉屋根

雪害に係る建物災害共済金６万３千円をそれ

ぞれ追加しております。

町債では、過疎対策事業債３，４２０万円、

緊急防災・減災事業債３１０万円をそれぞれ

追加しておりますし、一般補助施設整備等事

業債１，０００万円を減額しております。

次に、歳出の主なものについて、ご説明い

たします。人事異動等に伴う職員人件費及び

会計年度任用職員報酬等の費用を各該当科目

におきまして調整しており、総額１，７１９

万４千円を追加しております。

総務費では、八頭消防署若桜出張所改築工

事に伴う追加工事費用として庁舎等財産管理

に３００万円、観光まちづくりビジョンを策

定するための費用としてまちづくり推進事業

に１，４３７万２千円、防犯カメラ等の設置

支援費用として防犯対策事業に１５万円を追

加するなど、その他の補正と合わせて総額１，

８５０万８千円を追加しております。

民生費では、マイクロバスの管理費用とし

て高齢者専用自動車管理事業に３３万８千円、

障害者自立支援給付審査支払等システム改修

の追加費用として３２万円、ゆはら温泉源泉

槽及び配管清掃等の管理費用としてゆはら温

泉運営事業に４７万２千円、生活保護システ

ム改修費用として生活保護総務費に１７１万

６千円を追加するなど、その他の補正と合わ

せて総額５２６万５千円を追加しております。

衛生費では、職員派遣等の費用として健康

増進事業に２１万７千円、職員人件費と合わ

せて５１９万円を追加しております。

農林水産業費では、耕作放棄地再生に伴う

費用として農地中間管理事業に９９万３千円、

農業総務費及び林業総務費職員人件費とを合

わせまして１３４万円をそれぞれ追加してお

ります。また、農業委員会費及び林道事業費

におきまして財源更生を行っております。

商工費では、職員人件費及び氷ノ山高原の

宿氷太くん管理運営事業を合わせまして３６

２万２千円を追加しております。

土木費では、除雪車及び融雪装置の修繕費

用として道路維持費に２，０３１万７千円を

追加するなど、その他の補正と合わせまして

総額２，１０４万５千円を追加しております。

また、道路新設改良費におきまして、財源更

生を行っております。

消防費では、消火栓改修費用として簡易水

道事業特別会計繰出金に２４０万円、J アラ

ート受信機改修費用として災害対策事業に３

１７万７千円をそれぞれ追加しております。

教育費では、教育委員会所管施設の修繕に

係る費用を追加しており、学園管理費では手

洗・足洗場修繕費用５８万１千円、公民館管

理費では外壁補修費用１４万７千円、八幡広

場管理では芝刈機修繕費用１０万４千円など

をそれぞれ追加しており、その他の補正と合

わせて総額４３９万３千円を追加しておりま

す。

なお、予備費において、歳入歳出総額の調

整を行うため、５７万７千円を減額しており

ます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

副議長（小林誠）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第６

議案第４９号 令和７年度若桜町簡易水道

事業会計補正予算（第１号）、議案第５０号 令

和７年度若桜町下水道事業会計補正予算(第

１号)を、一括して議題とします。



提案理由の説明を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

はじめに、議案第４９号 令和７年度若桜町

簡易水道事業会計補正予算について、であり

ますが、収益的収入及び支出につきましては、

第２条記載のとおり営業費用に経営戦略策定

事業７０万４千円、水質検査委託料１４７万

６千円をそれぞれ追加し、収入支出総額の調

整を行うため予備費を減額しております。

また、資本的収入及び支出につきましては、

第３条記載のとおり一般会計からの出資金と

して、建設改良費に消火栓改良に伴う費用と

して、２４０万円をそれぞれ追加しておりま

す。

続きまして、議案第５０号 令和７年度若桜

町下水道事業会計補正予算について、であり

ますが、収益的収入及び支出につきましては、

第２条記載のとおり営業費用に経営戦略策定

事業等に７９万７千円を追加し、収入支出総

額の調整を行うため予備費を減額しておりま

す。

また、資本的収入及び支出につきましては、

第３条記載のとおり国庫補助金の内示に伴い

企業債へ財源更生を行うもので、資本的収入

６０万３千円を減額しております。

なお、企業債の限度額は第４条のとおりで

ございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いします。

副議長（小林誠）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第７

議案第５１号 財産の取得について、議案第

５２号 財産の取得について、を一括して議題

とします。

提案理由の説明を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第５１号及び議案第５２号 財産の取

得について、でございますが、これは、財産

を取得することについて、地方自治法第９６

条第１項及び議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例第３条の規

定により、次のとおり、本議会の議決をお願

いするものであります。

議案第５１号の内容は、１．財産の内容、

ＴＡＪＩＭＡ ＮＡＯ２－６Ｊ １台。２．契

約の方法、随意契約。３．契約の相手方、静

岡県袋井市宇刈二ノ谷３－４、株式会社タジ

マモーターコーポレーション、代表取締役社

長、浅井秋彦。４．取得金額 金９,７３０,

３００円（消費税及び地方消費税相当額を含

む）。５．取得の目的、持続可能な地域公共交

通網の形成を目指し、地域住民の日常生活に

おける交通を担う新たな移動手段や二次交通

として導入・活用する。

続きまして議案第５２号の内容は、１．財

産の内容、①スーパースチーム１台、②食器

洗浄機１台、③ガスブースター１台、④冷凍

冷蔵庫１台、⑤内蔵オープンショーケース２

台、⑥インバーター内蔵オープンショーケー

ス１台。２．契約の方法、指名競争入札。３．

契約の相手方、鳥取県八頭郡八頭町船岡２１

４番地４、株式会社オーエムジェイ、代表取

締役、表陽子。４．取得金額 金７,０９５,

０００円（消費税及び地方消費税相当額を含

む）。５．取得の目的、厨房機器を更新し、食

品及び物販品等の安全かつ衛生的な管理に努

める。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。



副議長（小林誠）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

以上で、本日の日程は全部終了しました。

本日はこれにて散会いたします。

   午前１０時２２分  散 会


